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付記  
第 4 章 教授者へのリアルタイムフィードバックを目的とした学習
者の実態把握手法の試みで作成したソフトウェアのソー
スコード  
TOP index.php  
TOP record.js  
復唱課題 index.php  
呼称課題 index.php  
1/6 選択課題 index.php  
3 課題共通 record.php  



























授業についての教師に必要とされる知識を 3 つの領域に分類し，3 つ
の知識領域が重なりあった 4 つの複合的知識領域の合計 7 つの領域に
分類している。吉崎の示した教師の知識領域のモデル図を図  1，知識
領域それぞれの特徴を表  1 に示す。良い授業を行うために教師に必要
となる知識は「教材内容についての知識（図  1 における領域 1）」「教
授方法についての知識（図  1 における領域 2）」「生徒についての知識
（図  1 における領域 3）」の 3 つの知識領域とこれら 3 つの知識領域







































































































































































































































































































































































































象 語 理 解 検 査 ， 小 学 生 の 読 み 書 き ス ク リ ー ニ ン グ テ ス ト ， Rey’s 
Auditory Verbal Learning Test，立方体透視図模写，Rey-Osterrieth 




































































































































































































手法や評価対象によって分類できると考える。Benjamin S. Bloom の
目的とタイミングの観点から分類された実態把握に評価対象を組み合












































































































































































































































































第 2節  方法  
対象は，小学校現職教員 4 名（経験年数 3-7 年：以下，教員群と記
す）と教育実習を経験した大学生 4 名（以下，学生群と記す）の合計
8 名である（男性 3 名，女性 5 名， 23.5 歳±2.06，平均 ±SD）。刺激と
して使用した授業場面は小学校 4 年生の算数「ちがいに目をつけて」

















ら astem 社のサンバイザータイプの 4 チャンネル fNIRS（Hb131S）
を採用した。 astem 社の fNIRS と計測チャンネルを図  4 に示す。  
授業 VTR の観察および評価は図  5 に示す実験プロトコルに従って
遂行した。各授業 VTR 視聴前には 1 分間の安静条件（開眼状態かつ，
無作業状態）を実施し，安静条件と授業 VTR 視聴時の 4 チャンネル
fNIRS それぞれの血中酸素飽和度の変動の差分を算出し，授業 VTR 視
聴に伴う血中酸素飽和度の変動量を算出した。評価行動に伴う血中酸
素飽和度の変動量を検討するために，岡本ら（ 2009）の研究を基に，
評価行動生起時の前後合わせて 15 秒間（評価行動前 10 秒間と評価行






第 3節  結果  
1. 授業評価数  
刺激①および刺激②を通じて場面ごとのクリック数を集計したもの
を表  2 に示す。教員群と学生群の両群の総クリック数の差異を検討す
るために対応のない 2 標本の t 検定を行った。t 検定の結果，両群の間
に差異は認められなかった（ t = .40, df = 6.0, p = .70）。  
2. 評価行動に至る過程の両側前頭前野の血中酸素飽和度の変動  
評価行動に至るまでの両側前頭前野の血中酸素飽和度の変動量を図  
































































































































A 0 1 1 1 0 0 0 1
B 2 3 3 3 1 1 1 3
C 1 3 1 2 2 2 3 1
D 1 3 1 2 1 1 1 1
E 0 4 0 2 2 3 1 2
F 1 2 0 3 0 3 2 0
G 0 2 1 1 1 1 1 1
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に応じた教授行動の変容は，専門教育の 1 対 1 の個別指導や学習者が
特異的な反応を示す教授学習場面で望まれる。学習者の実態を即座に
把握するために， ICT を活用することで学習者の実態を即座に把握で




ン上，および Web で動作する適応型言語能力検査（Adaptive Tests for 

































































第 2節  方法  
ソフトウェア開発に際して過去の術中覚醒下言語野マッピング（市


























ブレット端末として，Android や iOS を搭載した製品もあるが，汎用
性と本ソフトウェアをプラットフォームとして活用し，訓練室の PC と







ICT 機器の OS に依存せず使用できるように web ベースで構築し，開
発言語は JavaScript，PHP を用いている。web ベースのソフトウェア
にすることで，OS の違いによる開発や実行の差異をできる限り少なく
する企図がある。本研究の実行環境は，OS は Windows10Pro，サーバ
ーソフトは XAMPP7.2.0（ Apache2.4.29， PHP7.2.0），ブラウザは
Google Chrome である。  
ソフトウェア構成およびネットワーク構成図を図  7 に示す。本研究
ではセキュリティ面を考慮し，それぞれの課題へのアクセスは暗号化
通信（https（Hypertext Transfer Protocol Secure）通信）を用いてい
る。単体での仕様だけではなく，サーバー機能の利用を視野に入れて
P2P（peer-to-peer）通信は一切用いていない。今回，「復唱課題」，「呼
称課題（画像 1 枚を提示し音声言語で応答を求める）」，「1/6 選択課題
（課題実施者の口頭指示に併せて適切な画像を選択する）」の 3 つの課
題からソフトウェアを構成した。実際の課題を PC の画面上に表示し















技術を用いて 1 つのページに収めている。これは一つの web ページ上
に別の web ページを表示するための技術であり，それを用いて，基本














































第 3節  結果  
症例は 68 歳右利き女性である（現在は専業主婦）。医学的診断名は
神経膠芽腫（再発），病巣部位は左側頭葉から頭頂葉である。標準失語




























7mA に設定した。Wernicke 野から縁上回にかけての側頭 -頭頂領域の
機能部位の同定は語音認知の負荷が高い無意味語復唱課題（課題提示
時の脳表刺激で陽性反応）で概ね可能であり，呼称課題ならびに系列






































































































































第 1節  汎用的デバイスを用いた教授学習場面における学習者の心理面
の実態把握の試み  





































は，三宅ら（ 1993）の日本語版 NASA-TLX（National Aeronautics and 





























2. 方法  
前述の先行研究では簡易脳波計として NeuroSky 社が開発・販売し
ている Mindwave を使用している。Mindwave は脳波を測定し，毎秒
ごと瞬きの検出および脳波のパワースペクトル（ α， β， δ， γ， θ），
Attention，Meditation を算出する。NuroSky 社は Attention は β 波
を 中 心 と し た 脳 波 の 変 化 量 か ら 算 出 さ れ 集 中 の 程 度 を 反 映 し ，




い る 。 脳 波 の ロ ー デ ー タ を 使 用 せ ず ， Mindwave で 算 出 さ れ る
Attention および Meditation を用いて，Adem et al.（2015）は大学生
の 講 義 受 講 中 の 集 中 度 を 定 量 的 に 評 価 す る 試 み を 行 っ て お り ，
Priyanka et al.（2016）は Mindwave で算出される値に生体反応を加
えて車椅子の制御を試みている。Adem et al.（2015）の研究では，課
題に対する注意力を測定する d2 テストと Mindwave の Attention と
の相関を検討し，一定の相関があることを報告している。また，講義中
に教師がパワーポイントなどの資料を用いた際に受講生の Attention
が高くなることを報告しており，Mindwave で測定される Attention が
学習者の学習中への集中の程度を反映している可能性が示唆されてい
る。しかし，Mindwave で算出される Meditation については検討され
ていない。また，Mindwave を使用した先行研究では Attention を「集
中の程度」，Meditation を「リラックスの程度」と捉えているが，算出
される 2 つの値の算出方法が示されておらず，また 2 つの値が実際に
集中の程度やリラックスの程度を示すものか明らかになっていない。
Attention と Meditation の算出のアルゴリズムは明らかにされていな















を算出した。pnn50 は R-R 間隔が 50ms 以上の割合を示したものであ













ととなる。6 つの課題について，それぞれ 3 点満点で採点し，合計点を



















的注意に係る負荷が高くなると考えられる。課題は，縦 10×横 10 のま













3. 結果  
3 つの課題の平均得点と標準偏差を表  3 に示す。まず FAB の合計得
点は 16.91±0.7(M±SD)となり，前頭葉機能障害のカットオフ値 11 点








る，生理指標の値の遷移サンプルを図  11 に示す。課題遂行に伴い
LF/LF は段階的に低下し，計算課題で一定の閾値を示す傾向となり，
特異的な変動を示す実験協力者はいなかった。また，課題遂行中の
LF/HF が 1 以下となる，つまり副交感神経活動が優位となる実験協力
者は存在しなかったため，実験協力者は課題に適切に取り組んでいた
と言える。  









相関係数を求めた。まず，Attention および Meditation は各課題の得
点の相関係数を表  4 に示す。Attention，Meditation と課題間に有意
な相関は認めなかった。次に Attention および Meditation と自律神経
活動（LF/HF ならびに pnn50）の相関係数を表  5 に示す。Attention 
は，FAB（）および百ます計算課題遂行時の LF/HF と有意な負の相関
（FAB： r = -.38, p = < .05，百ます計算課題： r = -.45, p = < .05），
FAB および百ます計算課題実施時の pnn50 と有意な正の相関（FAB：
r = .45, p = < .05，百ます計算課題： r = .39, p = < .05）を認めた。
Meditation は，百ます計算課題遂行時の LF/HF と有意な負の相関を
認めた（ r = -.54, p = < .01）。  
次に，Attention と Meditation，自律神経活動，課題得点の因果関
係の推定を探索的に試みた。課題得点と Attention と Meditation の間
に有意な相関がないことから，Attention および Meditation と自律神
経活動の指標である LF/HF および pnn50 を相互に従属変数としてス
テップワイズ法による重回帰分析を行った。その結果 FAB 遂行時の
pnn50 を従属変数とした場合に Attention が（ β = .43, t = 2.39，R2  
= .19, AdjustR2 = .15），また百ます計算課題遂行時の LF/HF を従属変
数とした場合に Meditation が独立変数として有意であった（ β = -.54，
t = -3.23，R2  = .29, AdjustR2  = .27）。その他の場合は重回帰式として
有意なものはなかった。結果を表  6，模式図を図  12 に示す。  
4. 考察  
まず，実施した課題の特性より考察を加える。FAB は前頭葉機能障
害をスクリーニングするために用いられる代表的かつ一般的な神経心
理学的検査の一つである。 60 歳以上で 11 点以下が一つの基準とされ
ている。今回の実験協力者はすべて脳血管障害の既往歴がなく，かつ







































次に生理指標の関連について述べる。Attention は FAB ならびに百
ます計算課題遂行中の交感神経緊張度を反映するとされる LF/HF と
負の相関（FAB：r = -.38，百ます計算課題：r = -.45）を認め，FAB な
らびに百ます計算課題遂行中の副交感神経活動を反映するとされる









て生じる緊張状態を LF/HF や Attention が反映した可能性が高いと考




ものの Attention は独立変数として有意であった（ β = .45）。すなわち
Attention が副交感神経活動を反映するとされる pnn50 に影響を及ぼ
しており，前述の Attention が低い状態に関する考察を支持するもの




相関を示し（ r = -.54），重回帰分析においては百ます計算課題遂行中
の交感神経緊張度を反映するとされる LF/HF を従属変数とした場合











ーマンスと Mindwave で算出される 2 つの値の関連を検討し，学習時
の学習者の実態把握をどの程度客観的かつ簡便に把握することができ
る の か 試 み ， さ ら に Mindwave で 簡 便 に 測 定 可 能 な 指 標 で あ る









便に測定が可能な Attention や Meditation は，それぞれの数値が集中
やリラックスの程度として使用されているものの，値が低い場合の装
着者の状態についての報告は散見されない。本研究は，他の生理指標


































































































第 2節  ICT 活用による神経心理学的検査の定量化の試み  
1. 目的  
本節では，個の認知特性の把握が学習に先立って必要とされる学習
場面での学習者の実態把握に関する取り組みについて述べる。第 3 章，































































DEM（Developmental Eye Movement Test）が存在するが，この評価


























低い The Eye Tribe 社製の The Eye Tribe Tracker を用いた。The Eye 
Tribe Tracker の仕様を表  7 示す。本研究における開発環境および実





































課題の指標を表  9 示す。DEM は TestA, TestB, TestC の 3 つの課題か




に DEM 比率（TestC の所要時間を TestA と TestB の所要時間を足し
た値で除する）を用いるが，Ayton et al.（2009）の先行研究の知見よ
り，TestC の所要時間を加えて，DEM 比率と TestC の所要時間を指標
とした。音読課題は無意味語の呼称課題であり，読み始めから読み終
りまでの所要時間を指標とした。RaWF は音読課題と黙読課題から構


















3. 結果  
各課題の基礎統計量を表  10，各課題と眼球運動機能評価の相関係数
を表  11 に示す。DEM で一般的に用いられる DEM 比率とは音読課題
成績（ r = .28，p <.10），黙読課題成績（ r = -.31，p < .05），仮名拾い
読みテスト無意味語（ r = -.42，p < .01），仮名拾い読みテスト有意味
語（ r = -.34，p < .05）と有意な相関を認めた。また，DEM の TestC
は音読課題成績（ r = .76，p < .01），黙読課題成績（ r = -.57，p < .01），
仮名拾い読みテスト無意味語（ r = -.58，p < .01），仮名拾い読みテス
ト有意味語（ r = -.46，p < .01）と有意な相関を認めた。新規課題の効
率は黙読課題成績（ r = -.30，p < .10），仮名拾い読みテスト有意味語
（ r = -.51，p < .01）と有意な相関を認めた。新規課題の消去図形数お
よび視線移動距離は課題と有意な相関を認めなかった。  
次に眼球運動機能検査と読みの関連性を検討するために被験者各自
の音読流暢性を制御し偏相関係数を算出した（表  12）。DEM 比率およ
び DEM の TestC は，有意な相関を認めなかった。新規課題の効率は，







1 チャンネルの血中酸素飽和度の変動量が大きい傾向が観測された。  
4. 考察  
相関係数の結果より，一般的に指標として用いられている DEM 比













効率の低成績群は高成績群に比して fNIRS の 4ch の賦活が高い傾向，






























表  7 視線計測機器の仕様  
使用機器  The Eye Tribe Tracker(The Eye 
Tribe 社 ) 
寸法  200×19×19 mm 
動作範囲  450-750 mm 
対応モニター  24 インチまで  
サンプリングレー
ト  
30Hz または 60Hz 
誤差  5-10 mm（キャリブレーション
後）  
PC との接続  USB3.0 








表  8 開発環境および実行環境  
PC Surface Pro3 
OS 
Windows10 Pro 
(Windows 8.1 Pro よりアップグレード )  
CPU Intel Core i7-4650U 
RAM 8GB 
記録容量  512GB 
画面サイ
ズ  
12 インチ  















表  9 各課題の指標  
課題  指標  
音読  所要時間（秒）  
黙読  読んだ文字数  
DEM 




















































 一般教育場面に応用可能な学習者の実態把握の試み  













































る必要がある。一方専用の ICT 機器を用いず，多くの ICT 機器で使用

















第 2節  方法  
一般的な教授学習場面で学習者の実態把握および教授者への実態を
フィードバックする手法について，安藤ら（ 2009）や青柳ら（ 2011）
























（Multi-User Evaluation system，以下 MUEs）がある（安藤ら，2016）。





















MUEs は録画した授業実践動画を CIT 上へアップロードし，その授
業実践動画を視聴しながら時間経過に沿って登録されたボタンやコメ
ントによるフィードバックが可能な CIT オリジナルの機能である。ま

























CIT への MUEs 用授業実践動画の登録は，基本的には授業実践を撮
影した授業実践動画を PC などのインターネットに接続できる端末を
使用して授業実践動画としてアップロードすることで行える。また，













アップロードする機能は Adobe Flash を用いて動作していたために，
近年のインターネットブラウザの Adobe Flash のサポートが終了する




法として，CIT の MUEs の授業実践動画のリアルタイム配信，アップ
ロード機能を活用することを検討していたが，前述のように機能の削





























業実践に対するフィードバックを集計したものを表  13 に示す。また，
フィードバックの集計間隔を 1 分にしたグラフを図  18，5 分にしたグ
ラフを図  19 に示す。実際に MUEs を利用し授業実践へフィードバッ
クを行った専門家へ，MUEs の使用感や今回の試みである中継しつつ
フィードバックを行ったことの使用感などをヒアリングした結果を表  
14，表  15 に示す。  





























































表  13 各項目の評価数  
項目  数  
ポジティブ  6 
ネガティブ  5 
























表  14 専門家へのヒアリング (1) 
質問項目  回答  




























































 総合考察  


















































教授経験がある教員群 4 名と教授経験のない学生群 4 名を対象とし
て，他の教授者が実践した授業実践において， 2 視点からの授業 VTR
を観察しながら評価を行わせた。授業 VTR 視聴中は fNIRS 装置を装
着し，評価行動に伴う両側前頭前野の血中酸素飽和度の変動を計測し
た。教員群と学生群では総クリック数に有意な差異を認めなかった。












































































動 （ 認 知 課 題 遂 行 時 ） に お け る 学 習 者 の 課 題 の パ フ ォ ー マ ン ス と
Mindwave で算出される 2 つの値の関連を検討し，学習時の学習者の
実態把握をどの程度客観的かつ簡便に把握することができるのか試み
た。加えて，Mindwave で簡便に測定可能な指標である Attention お
よび Meditation の妥当性を検証する一環として，脈波計を用いて課題
に対する自律神経活動の変動を測定した。Mindwave で簡便に測定可





























標として用いられている DEM 比率は DEM の TestC よりも読み課題
（音読・黙読）や視覚性注意課題との相関が低く，DEM は音読流暢性
を制御した場合に読みと有意な相関を認めなかったことから，DEM を

















































































えた。新型コロナウイルス (COVID-19)により 2020 年 2 月 27 日に全
国の学校に対し，休校措置が要請された。その後，5 月より段階的に学
校での教育活動を開始することが文部科学省（ 2020a）より発表された。
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<!DOCTYPE html> 1 
<html> 2 
<meta charset="UTF-8"> 3 
<head> 4 
 <t i tle>test</ ti t le> 5 
</head> 6 
<style  type="text / css "> 7 
#if rame{  8 
  width:  80%;  9 
  height:  40em;  10 
}  11 
. rec {  12 
 width:  8em;  13 
 he ight:  3em;  14 
  }  15 
</style> 16 
<body> 17 
  <script s rc="recorder. j s"></script18 
> 19 
<script type="text / javascript"> 20 
 / /録音のスクリプト  21 
  function __ log(e ,  data)  {  22 
 l o g . in ne rHTML += "¥n " + e  +  "  23 
"  + (data || ' ' ) ;  24 
 }  25 
 var audio_context;  26 
 var recorder;  27 
 funct ion s tartUserMedia(s tream)  28 
{  29 
 var  in put  =  au d io _ co n te xt . c re ate30 
MediaStreamSource (s tream);  31 
 __log( 'Media s tream created. ' ) ;  32 
 recorder = new Recorder(input) ;  33 
 __log( 'Recorder  ini t ia l ised. ' ) ;  34 
 }  35 
 function startRecord ing(button)  {  36 
 recorder && recorder. record() ;  37 
 button.disabled = true;  38 
 button.nextElementSibling .disable39 
d = fa lse;  40 
 __log( 'Recording. . . ' ) ;  41 
 }  42 
 function stopRecording(button)  {  43 
 recorder && recorder.stop( ) ;  44 
 button.disabled = true;  45 
 button.previousElementSibl ing .dis46 
abled = false ;  47 
 __log( 'Stopped recording. ' ) ;  48 
 / /  c r e a te  WAV  do wn l o a d  l i n k  u s i49 
ng audio  data  50 
 createDownloadLink() ;  51 
 recorder. clear() ;  52 
 }  53 
 54 
 function createDownloadLink()  {  55 
 r e c o r de r  & & r e co r de r. e x p o r tWAV56 
( function(blob)  {  57 
  va r  u r l  =  URL. cre a t e Ob je c tURL58 
(b lob) ;  59 
  va r  l i  =  do cume nt . c reate El em en60 
t( ' l i ' ) ;  61 
  va r  a u  =  do cu me nt . c re a te El e me62 
nt( 'audio ' ) ;  63 
  var h f  =  document .createElemen64 
t( 'a ' ) ;  65 





  au.src = url ;  67 
  hf .href  = url ;  68 
  va r  au d io N am e  =  n e w Da te ( ) . t o69 
LocaleString( )  + ' .wav ' ;  70 
  hf .download = audioName;  71 
  hf . innerHTML = hf .download;  72 
  l i .appendChild(au);  73 
  l i .appendChild(h f) ;  74 
  recordingslis t .appendChild (l i ) ;  75 
 } ) ;  76 
 }  77 
 78 
 window.onload = function ini t( )  {  79 
 t ry {  80 
  wi ndo w. Au di o Co n te x t  =  win do w.81 
Audio Con text  || wi ndow. webki tAudi82 
oContext ;  83 
  na vi ga to r.ge tUse rMe d ia  =  na vi g84 
ato r.ge tUse rMe d ia  ||  na vi ga to r.web85 
kitGetUserMedia;  86 
  wi ndo w. UR L =  win d o w. U RL | | 87 
window.webki tURL;  88 
  audio_context  = new AudioConte89 
xt;  90 
  __log( 'Audio  context set up. ' ) ;  91 
  __ log( 'na vigato r.ge tUse rMe dia  '  92 
+ (navigator.ge tUserMedia ?  'avai lab93 
le . '  :  'no t present ! ' ) ) ;  94 
 }  catch (e )  {  95 
  a le rt ( 'No  web au dio  suppo r t  in  96 
this  browser! ' ) ;  97 
 }  98 
 navigator.getUserMedia( {audio :  t r99 
ue},  startUserMedia ,  function(e )  {  100 
  _ _ l o g ( 'No  l i ve  a ud io  in pu t :  '  +  101 
e) ;  102 
 } ) ;  103 
 } ;  104 
</script> 105 
<div> 106 
<b utto n c la ss="re c"  o ncl i ck="s tart107 
Recording(this ) ; ">record</button> 108 
<button c lass="rec"  oncli ck="stopR109 
ecord ing( this ) ; "  d isabled>stop</but to110 
n> 111 
<p><a h ref=" . / koshou"  target=" inl i112 
ne2">復唱 </a></p> 113 
<p><a href=" . /pi c"  target="inl ine2"114 
>画像選択 </a></p> 115 
<p><a hre f=" . /pi c2 / "  target=" in l ine116 
2">画像選択  ランダム </a></p> 117 
</div> 118 
<div id="i frame"> 119 
<i f rame s rc=" . /kosho u"  nam e ="in l i120 
ne2" width="80%" height="80%"> 121 
   122 
</ if rame> 123 
</div> 124 
<div> 125 
 <h2>Recordings</h2> 126 
 <ul  id="recordingsl is t "></ul> 127 
 <h2>Log</h2> 128 
 <pre  id="log"></pre> 129 








( funct ion (f ) { i f ( typeo f  exports==="ob je1 
c t " & & t y p e o f  m o d u l e ! = = " u n d e f i n e d " )2 
{module.exports=f ( ) }el se i f ( typeof  def3 
ine==="funct ion"&&def ine .amd){defin4 
e ( [ ] , f ) } e l se {var  g ; i f ( typeo f  window!==5 
"undefined") {g=window}else i f (typeof  6 
global !=="un def ined" ) {g=global }e l se  i7 
f ( typeo f  se l f !=="undef ined") {g=sel f }e l8 
se {g=th is }g .Recorder = f ( ) } } ) ( funct ion9 
( ) { var  de f in e ,m o dule ,expo r ts ; re tu rn  10 
( function e(t ,n, r ) { funct ion s (o ,u) { i f ( !n11 
[o ] ) { i f ( ! t [o ] ) {var a=typeof  require=="f12 
unction"&&require ;i f ( !u&&a)return a13 
(o , !0 ) ; i f ( i ) re turn i (o , !0 ) ;var f=new Er14 
ror("Cannot f ind module  ' "+o+" '" ) ; thr15 
o w f . co de = "MO DUL E_ NOT_ F OUN D" ,16 
f }var l=n[o]={exports : { } } ; t [o ] [0 ] . ca l l ( l .17 
expo rts , func ti on (e ) {var  n=t [o ] [1 ] [e ] ; r18 
eturn s (n?n :e ) } , l , l . expo rts ,e , t ,n , r ) } re t19 
u rn n [o ] .e xpo rts }var  i= typeo f  requi r20 
e=="function"&&require; for (var o=0;o21 
<r. length;o ++)s( r [o ] ) ; re turn s } ) ( {1 : [ fu22 
nction (require,module ,exports ){  23 
"use stri ct " ;  24 
 25 
module . e xpo rts  =  require ( " . / re co rd26 
er") .Recorder ;  27 
 28 
} , { " . / recorder" :2 } ] ,2 : [ function(requir29 
e,module ,exports ) {  30 
'use  s tr ict ' ;  31 
 32 
var _createClass = ( function  ( )  {  33 
function de fineProperties (target ,  p34 
rops)  {  35 
fo r  (var  i  =  0 ;  i  <  props . len gth ;  i36 
++) {  37 
var  desc r iptor  =  props [ i ] ;descr ipto38 
r.enumerable  =  descr iptor.enumerabl39 
e  || fa lse ;descr iptor. c on f igurable  =  40 
true ; i f  ( "va lue"  in  descr iptor)  descr i41 
ptor.wri table  = true ;Object.de finePro42 
perty(target ,  descr ipto r.ke y,  descr ipt43 
or) ;  44 
}  45 
} re tu rn  fun ct io n (Co ns truc tor,  p ro46 
toProps,  s tat icProps)  {  47 
i f  (pro toProps)  definePropert ies(Co48 
nstructor.proto type ,  protoProps) ; i f  (s49 
tati cPro ps )  de f inePropert ies (Constru50 
c to r,  s ta t i cP ro ps ) ; re tu rn  Co n s tru c to51 
r;  52 
} ;  53 
} ) ( ) ;  54 
 55 
Object.de fineProperty(exports ,  "__e56 
sModule",  {  57 
value:  t rue  58 
} ) ;  59 
exports .Recorder = undefined ;  60 
 61 
va r  _ in l ineWo rke r  = requi re( ' in l in62 






var  _ i n l i ne Wo rke r2  =  _ i nte ro pReq65 
uireDefault (_inl ineWorker) ;  66 
 67 
function _ interopRequireDefaul t (ob68 
j )  {  69 
re tu rn o b j  && o b j .__ e sModu le  ?  o70 
bj :  {  defaul t :  ob j  } ;  71 
}  72 
 73 
funct ion _ c lassCal lChe ck( ins tance ,74 
 Constructor)  {  75 
i f  ( ! ( ins tance  instan ce o f  Construct76 
or) )  {  77 
thro w new TypeError ( "Cannot ca l l78 
 a  c lass as a  function") ;  79 
}  80 
}  81 
 82 
var Recorder = exports .Recorder  =83 
 ( function ( )  {  84 
function Recorder(source,  c fg)  {  85 
var _ this  = this ;  86 
 87 
_classCal lCheck(this ,  Recorder) ;  88 
 89 
this . config = {  90 
bufferLen:  4096,  91 
numChannels :  2 ,  92 
mimeType:  'audio/wav '  93 
} ;  94 
this . recording = false;  95 
this . cal lbacks = {  96 
getBuffer:  [ ] ,  97 
exportWAV: [ ]  98 
} ;  99 
 100 
Object .assign(this . config,  c fg) ;  101 
this . context  =  source.context;  102 
this .node  = ( this . conte xt . c reateScr103 
iptProcessor || this . context. createJa104 
vaScrip tNode) . ca l l ( th is . context ,  th is .105 
conf ig .buf ferLen,  this . conf ig .numCha106 
nnels ,  this .config .numChannels ) ;  107 
 108 
this .node .onaudiopro ce ss  =  fun ctio109 
n (e )  {  110 
i f  ( !_ this . recording)  return;  111 
 112 
var buf fer  = [ ] ;  113 
fo r  (var  ch annel  =  0 ;  channel  <  _114 
this . con f ig .numChannels ;  channel++)115 
 {  116 
buffer.push(e . inputBuffer.ge tChann117 
elData(channel )) ;  118 
}  119 
_this .worker.postMessage( {  120 
command:  ' record ' ,  121 
buffer:  buf fer  122 
} ) ;  123 
} ;  124 
 125 
source .connect( this .node) ;  126 
this .node .connect ( this . context .desti127 
n at i o n ) ;  / / th i s  sh o u ld  no t  be  n e ce ss128 
ary 129 
 130 
var se l f  = { } ;  131 
this .worker = new _ inl ineWorker2.132 
defaul t( function ( )  {  133 





recBuffers = [ ] ,  135 
sampleRate  = undefined,  136 
numChannels  =  undef ined;  137 
 138 
se lf .onmessage = function (e )  {  139 
switch (e .data.command) {  140 
case ' ini t ' :  141 
init (e .data .conf ig) ;  142 
break;  143 
case ' record ' :  144 
record(e.data.buffer) ;  145 
break;  146 
case 'exportWAV':  147 
exportWAV(e .data .type) ;  148 
break;  149 
case 'getBuffer ' :  150 
getBuffer( ) ;  151 
break;  152 
case ' clear ' :  153 
clear() ;  154 
break;  155 
}  156 
} ;  157 
 158 
function ini t( config)  {  159 
sampleRate  = config .sampleRate;  160 
numChan nels  =  con f ig .numCha nne161 
ls ;  162 
initBuffers( ) ;  163 
}  164 
 165 
function record(inputBuffer )  {  166 
fo r  (var  channel  =  0 ;  channe l  <  n167 
umChannels;  channel++) {  168 
recBuffers [channel ] .push(inputBuf f169 
er[channel] ) ;  170 
}  171 
re cLen gth  +=  in putBuf fe r [0 ] . l e ngt172 
h;  173 
}  174 
 175 
function exportWAV(type)  {  176 
var buf fers = [ ] ;  177 
fo r  (var  channel  =  0 ;  channe l  <  n178 
umChannels;  channel++) {  179 
buffers .push(mergeBuffers(recBuffe180 
rs [channel ] ,  recLength)) ;  181 
}  182 
var interleaved = undefined;  183 
i f  (numChannels === 2)  {  184 
inter leaved  = inter leave (buf fers [0 ] ,185 
 buf fers[1] ) ;  186 
}  e lse  {  187 
interleaved = buf fers [0 ] ;  188 
}  189 
var  datavie w = enco deWAV(in ter le190 
aved) ;  191 
var  aud io Bl o b  = ne w Blo b( [da tav i192 
ew] ,  {  type :  type } ) ;  193 
 194 
se l f .postMessage ( {  command:  'e xpo195 
rtWAV',  data:  audioBlob } ) ;  196 
}  197 
 198 
function getBuffer ()  {  199 
var buf fers = [ ] ;  200 
fo r  (var  channel  =  0 ;  channe l  <  n201 
umChannels;  channel++) {  202 
buffers .push(mergeBuffers(recBuffe203 





}  205 
se l f .postMessage ( {  command:  'ge tB206 
uffer ' ,  data :  buffers } ) ;  207 
}  208 
 209 
function clear( )  {  210 
recLength = 0;  211 
recBuffers = [ ] ;  212 
initBuffers( ) ;  213 
}  214 
 215 
function ini tBuf fers ()  {  216 
fo r  (var  channel  =  0 ;  channe l  <  n217 
umChannels;  channel++) {  218 
recBuffers[channel]  = [ ] ;  219 
}  220 
}  221 
 222 
funct ion mergeBuffers (recBuffers ,  223 
recLength) {  224 
var resul t  =  new Float32Array(rec225 
Length) ;  226 
var o ffse t = 0 ;  227 
fo r  (var  i  =  0 ;  i  <  recBuffers . l eng228 
th;  i++)  {  229 
resu lt .se t(recBuffers [ i ] ,  o f fset ) ;  230 
offset  += recBuffers [ i ] . length;  231 
}  232 
return resul t;  233 
}  234 
 235 
f u n c t i o n  i n t e r l e a ve ( i n p u t L ,  i n p u t236 
R) {  237 
var  length = inputL. length + inpu238 
tR. length;  239 
var result =  new Float32Array( len240 
gth) ;  241 
 242 
var index = 0 ,  243 
inputIndex = 0 ;  244 
 245 
whi le  ( index < length)  {  246 
re sul t [ in de x++]  =  in putL[ inpu tInd247 
ex] ;  248 
resul t [ i nde x++]  =  in pu tR[inputI nd249 
ex] ;  250 
inputIndex++;  251 
}  252 
return resul t;  253 
}  254 
 255 
funct ion  f loatTo16BitPCM(output,  256 
offset ,  input)  {  257 
fo r  ( var  i  =  0 ;  i  <  in pu t . le n gth ;  i258 
++, o ff se t += 2)  {  259 
var  s  =  Math.max( -1 ,  Math .min(1 ,260 
 input[i ] ) ) ;  261 
output .se tInt16(o f fset ,  s  < 0 ?  s  *262 
 0x8000 :  s  *  0x7FFF,  true) ;  263 
}  264 
}  265 
 266 
func ti on  wri te Str in g(v iew,  o f f se t ,  267 
string)  {  268 
fo r (var i  = 0 ;  i  <  s tr ing.length;  i269 
++) {  270 
v ie w.se tUin t8 (o f f se t  +  i ,  s t r in g . ch271 
arCodeAt( i ) ) ;  272 
}  273 






function encodeWAV(samples )  {  276 
var  bu f fe r  =  ne w Arr ayBu f fe r (44  277 
+ samples. length *  2 ) ;  278 
var view = new DataView(buffer ) ;  279 
 280 
/*  RIFF ident if ie r * /  281 
writeString(view,  0 ,  'RIFF ' ) ;  282 
/*  RIFF chunk length * /  283 
v ie w. se tUi nt3 2 (4 ,  36  +  sam ple s . l e284 
ngth *  2 ,  t rue ) ;  285 
/*  RIFF type * /  286 
writeString(view,  8 ,  'WAVE') ;  287 
/*  fo rmat chunk identi f ie r  * /  288 
writeString(view,  12,  ' fmt  ' ) ;  289 
/*  fo rmat chunk length * /  290 
view.setUint32(16,  16,  t rue) ;  291 
/*  sample  format ( raw)  * /  292 
view.setUint16(20,  1 ,  t rue) ;  293 
/*  channel  count * /  294 
vi e w.se tUin t16 (22 ,  nu mChan nel s ,  295 
true) ;  296 
/*  sample  rate  * /  297 
v ie w.se tUin t32 (24 ,  sam pl e Rate ,  t r298 
ue);  299 
/*  byte  rate (sample  rate *  block 300 
align)  * /  301 
view.se tUint32(28 ,  sampleRate  *  4 ,302 
 t rue) ;  303 
/*  b lock al ign ( channel  count *  by304 
tes per sample )  * /  305 
view.setUint16(32 ,  numChannels  *306 
 2 ,  t rue) ;  307 
/*  b i ts  per sample * /  308 
view.setUint16(34,  16,  t rue) ;  309 
/*  data chunk identi f i er  * /  310 
writeString(view,  36,  'data ') ;  311 
/*  data chunk length * /  312 
view.setUint32(40,  samples. length 313 
* 2,  true) ;  314 
 315 
f l o a tTo 16 Bi tPCM(v ie w,  44 ,  sam ple316 
s) ;  317 
 318 
return view;  319 
}  320 
} ,  se l f ) ;  321 
 322 
this .worker.postMessage({  323 
command:  ' in i t ' ,  324 
config:  {  325 
sampleRate :  th is . conte xt .sampleRa326 
te ,  327 
n um Ch an n e l s :  t h i s . c o n f i g . nu m Ch a328 
nnels  329 
}  330 
} ) ;  331 
 332 
this .worke r.onmessage  = func tion 333 
(e)  {  334 
va r  c b  =  _ th i s . ca l lba c ks [e . da ta . co335 
mmand] .pop( ) ;  336 
i f  ( typeof  cb  == ' funct ion ' )  {  337 
cb(e.data.data) ;  338 
}  339 
} ;  340 
}  341 
 342 
_createClass(Recorder,  [ {  343 





value:  function record( )  {  345 
this . recording = true ;  346 
}  347 
} ,  {  348 
key:  's top ' ,  349 
value:  function stop()  {  350 
this . recording = false;  351 
}  352 
} ,  {  353 
key:  ' c lear ' ,  354 
value:  function clear( )  {  355 
th is . wo rker. pos tMessage ( {  comm an356 
d:  ' c lear '  } ) ;  357 
}  358 
} ,  {  359 
key:  'ge tBuf fer ' ,  360 
value:  function getBuffer (cb )  {  361 
cb = cb || this . con fig. cal lback;  362 
i f  ( ! cb )  th row ne w Error( 'Cal lback363 
 not set ' ) ;  364 
 365 
this . cal lbacks.getBuffer.push(cb) ;  366 
 367 
th is . wo rker. pos tMessage ( {  comm an368 
d:  'getBuf fer '  } ) ;  369 
}  370 
} ,  {  371 
key:  'exportWAV' ,  372 
va l ue :  f un c t i o n  e xp o r t WAV( c b ,  m i373 
meType) {  374 
m im e Ty pe  =  m im e Typ e  ||  th i s . co375 
nfig.mimeType;  376 
cb = cb || this . con fig. cal lback;  377 
i f  ( ! cb )  th row ne w Error( 'Cal lback378 
 not set ' ) ;  379 
 380 
this . cal lbacks.exportWAV.push(cb) ;  381 
 382 
this .worker.postMessage({  383 
command:  'exportWAV' ,  384 
type :  mimeType  385 
} ) ;  386 
}  387 
} ] ,  [ {  388 
key:  ' fo rceDownload ' ,  389 
va lu e :  fu n ct i o n  f o rce D o wn lo a d(b l o390 
b, f i lename) {  391 
var url  = (window.URL || window.392 
webkitURL).createObjectURL(blob) ;  393 
var  l in k  =  win do w.do cu m e nt . cre a t394 
eElement( 'a ' ) ;  395 
l ink.href  = url ;  396 
l ink.download = f i l ename || 'outp397 
ut.wav ' ;  398 
va r  c l i c k  =  do c u me n t . c re a te Eve n t399 
("Event") ;  400 
cl i ck. ini tEvent("cl i ck" ,  true,  true ) ;  401 
l ink.dispatchEvent(cl i ck) ;  402 
}  403 
} ] ) ;  404 
 405 
return Recorder ;  406 
} ) ( ) ;  407 
 408 
exports .default = Recorder ;  409 
 410 
} , { " in l ine -worker" :3 } ] ,3 : [ funct ion (re411 
quire ,module ,exports ){  412 






module .exports  =  require (" . / in l ine-415 
worker" ) ;  416 
} , { " . / inl ine-worker" :4 }] ,4: [ funct ion (r417 
equire,module ,exports ){  418 
( function (global ) {  419 
"use stri ct " ;  420 
 421 
var _createClass  = ( function ( )  {  f422 
u nct io n de f ine Pro pe r t i es ( ta rge t ,  p ro423 
ps )  {  f o r  ( var  ke y i n  pro ps )  {  va r  p424 
rop = props[ke y] ;  prop .conf igurable  425 
= t rue ;  i f  ( prop .va lue )  prop. wri table426 
 =  true ;  }  Object .de f ineProperties (ta427 
rge t ,  pro ps ) ;  }  r e tu rn  fun ct i o n (Con428 
structor,  pro toProps ,  s tati cProps )  {  i429 
f  (p roto Pro ps )  de f inePrope rt ies (Cons430 
tructo r.pro to type ,  pro toProps ) ;  i f  ( s t431 
at i cProps )  def inePrope rties (Constru c432 
to r,  s ta t i c Pro ps ) ;  re tu rn  Co n s t ruc to433 
r;  } ;  } ) ( ) ;  434 
 435 
var  _ c l assCa l l Ch e ck  =  fun c t i o n  ( i436 
nstan ce ,  Cons tru cto r )  {  i f  ( ! ( i ns tan c437 
e instanceo f  Constructor) )  {  throw n438 
ew TypeError( "Cannot  cal l  a  class a439 
s a funct ion") ;  }  } ;  440 
 441 
var  W O RK ER_ ENABL ED = ! ! ( g l o b442 
al  ===  g lo ba l .wi ndo w && glo ba l .UR443 
L & &  g l o b a l . B l o b  & &  g l o b a l . Wo r ke444 
r) ;  445 
 446 
var Inl ineWorker = ( function ( )  {  447 
function Inl ineWorker( func,  sel f )  {  448 
var _ this  = this ;  449 
 450 
_ c l assCa l lChe ck( th i s ,  I n l in e Wo rke451 
r) ;  452 
 453 
i f  (WORKER_ENABLED) {  454 
var funct ionBody = func . toStr ing() .455 
t r i m ( ) . m a t c h ( / ^ f u n c t i o n ¥ s * ¥ w * ¥ s *456 
¥([¥w¥s,]*¥)¥s*{ ( [¥w¥W]*?) }$ / ) [1 ] ;  457 
va r  u rl  =  global . URL. cre ate Ob je c t458 
URL(new g lobal .Blob( [ funct ionBody] ,459 
 {  type:  " text / javascript"  } ) ) ;  460 
 461 
return new g lobal .Worker(url ) ;  462 
}  463 
 464 
this .sel f  = sel f ;  465 
t h i s . s e l f . po s t M e s sa g e  =  f u n c t i o n  466 
(data)  {  467 
setTimeout(function ( )  {  468 
_this .onmessage ({  data :  data } ) ;  469 
} ,  0 ) ;  470 
} ;  471 
 472 
setTimeout(function ( )  {  473 
func.call (sel f ) ;  474 
} ,  0 ) ;  475 
}  476 
 477 
_createClass(In lineWorker,  {  478 
postMessage:  {  479 
value:  function postMessage(data)  480 
{  481 
var _ this  = this ;  482 
 483 





_ t h i s . s e l f . o n m e s s a g e ( {  d a t a :  d a t a485 
 } ) ;  486 
} ,  0 ) ;  487 
}  488 
}  489 
} ) ;  490 
 491 
return Inl ineWorker;  492 
} ) ( ) ;  493 
 494 
module .exports = Inl ineWorker;  495 
} ) . cal l ( this , typeof  global  !== "unde496 
f ined"  ?  g lobal  :  typeo f  se l f  !== "un497 
def ined" ?  sel f  :  typeo f  window !== 498 
"undefined" ? window :  { } )  499 
} , { } ] } , { } , [1] ) (1 )  500 






<!DOCTYPE html> 1 
<html> 2 
<meta charset="utf-8"> 3 
<head> 4 
 <t i tle></ ti t le> 5 
</head> 6 
<style  type="text / css "> 7 
ul  {  l i st -s tyle :  none ;  }  8 
#reco rdin gs l i s t  audio  {  d isplay :  b l9 
ock;  margin-bottom: 10px ;  }  10 
. rec {  11 
width:  8em;  12 
height :  3em;  13 
}  14 
#recbt {  15 
margin:  1em;  16 
}  17 
#audioRecBt {  18 
display:  none;  19 





<div id="recbt"> 25 
</div> 26 
<div> 27 
 <table> 28 
 <tr> 29 
  < th ><a h re f= "3mo ra .php"  ta rge t30 
="inl ine">3 モーラ </a></ th> 31 
  < th ><a h re f= "4mo ra .php"  ta rge t32 
="inl ine">4 モーラ </a></ th> 33 
  < th ><a h re f= "5mo ra .php"  ta rge t34 
="inl ine">5 モーラ </a></ th> 35 
  < th ><a h re f= "6mo ra .php"  ta rge t36 
="inl ine">6 モーラ </a></ th> 37 
  < th ><a h re f= "7mo ra .php"  ta rge t38 
="inl ine">7 モーラ </a></ th> 39 
 </ tr> 40 
 </ table> 41 
 <i f rame src="3mora .php" name="i42 
nline"></ i frame> 43 
</div> 44 
<div id="audioRecBt"> 45 
 <h2>Recordings</h2> 46 
 <ul  id="recordingsl is t "></ul> 47 
 <h2>Log</h2> 48 
 <pre  id="log"></pre> 49 
</div> 50 
 <script  type="text/ javascript"> 51 
 var audioNo = 1 ;  52 
/ /録音のスクリプト  53 
function __ log(e ,  data)  {  54 
log. innerHTML += "¥n" + e  + "  "  55 
+ (data || ' ' ) ;  56 
}  57 
 var audio_context;  58 
 var recorder;  59 
 funct ion s tartUserMedia(s tream)  60 
{  61 
var input = audio_context . createM62 
ediaStreamSource(stream);  63 





recorder = new Recorder( input) ;  65 
__log( 'Recorder ini tial i sed. ' ) ;  66 
}  67 
function startRecording(button)  {  68 
recorder && recorder. record() ;  69 
button.disabled = true ;  70 
bu tto n .n e xtE le m e ntSi b l in g .d i sab le71 
d = fa lse;  72 
__log( 'Recording. . . ' ) ;  73 
}  74 
function stopRecording(button)  {  75 
recorder && recorder.s top() ;  76 
button.disabled = true ;  77 
button.previousElementSibling.disa78 
bled = false ;  79 
__log( 'Stopped recording. ' ) ;  80 
createDownloadLink() ;  81 
recorder. clear() ;  82 
}  83 
 84 
function createDownloadLink( )  {  85 
re co rde r  && re co rder. e xpo rtWAV( f86 
unction(blob)  {  87 
var  url  =  URL.createObjectURL(bl88 
ob) ;  89 
var l i  = document.createElement( ' l90 
i ' ) ;  91 
var  au  =  do c u me n t . cr e ate El e me n t92 
( 'audio ' ) ;  93 
var hf  =  document.createElement( '94 
a' ) ;  95 
au.contro ls  = true ;  96 
au.src = url ;  97 
hf.href  = url ;  98 
var  a ud io Na me =  n e w Da te ( ) . to Lo99 
caleString()  + ' .wav ' ;  100 
hf.download = audioName;  101 
hf. innerHTML = hf .download ;  102 
l i .appendChi ld (au);  103 
l i .appendChi ld (hf) ;  104 
recordingsl is t .appendChild(l i ) ;  105 
} ) ;  106 
}  107 
 108 
window.onload = function ini t( )  {  109 
try {  110 
window.AudioContext  =  window. Au111 
dio Co n te xt  || win do w.webki tAudio C112 
ontext;  113 
navigator.getUserMedia = navigato114 
r. ge tUse rMe d ia  | |  n a vi ga to r.we b ki t115 
GetUserMedia;  116 
win do w.URL =  wi ndo w.URL ||  wi117 
ndow.webkitURL;  118 
au d io _ co n te xt  =  n e w Aud io Co nte x119 
t ;  120 
__log( 'Audio context  se t up. ' ) ;  121 
__log( 'navi gato r.ge tUse rMedia  '  +  122 
(navigato r.getUserMed ia  ?  'avai lab le .123 
'  :  'not present ! ' ) ) ;  124 
}  catch (e )  {  125 
aler t ( 'No  we b au dio  suppo rt  in  th126 
is  browser! ' ) ;  127 
}  128 
navigator.ge tUserMedia( {audio :  t ru129 
e} ,  s tartUserMedia,  function(e )  {  130 
__log( 'No l ive  audio input:  '  + e ) ;  131 
} ) ;  132 

















<!DOCTYPE html> 1 
<html> 2 
<meta charset="UTF-8"> 3 
<head> 4 
 <t i tle>index</ ti tle> 5 
</head> 6 
<scr ip t  s r c="co de . j s "  type =" te xt / j a7 
vascript" charset="ut f-8"></script> 8 
 <s c r ip t  type =" te xt / javasc r ip t "  s rc9 
="js / jquery-3.2 .1 .min. js "></script> 10 
 <s c r ip t  s rc=" js / re co rder. js ">< /s cr i11 
pt> 12 
 <s tyle  type="text / css"> 13 
  .pi cdemo {  14 
   width:  30%;  15 
  }  16 
  .rec {  17 
  width:  8em;  18 
  height:  3em;  19 
 }  20 
 #recbt {  21 
  margin:  1em;  22 
 }  23 
 #audioRecBt {  24 
  display:  none ;  25 
 }  26 
 </style> 27 
<body> 28 
 <div id="recbt"> 29 
  <button c lass="rec"  name="pic_n30 
o"  value="onsei " onCl i ck="record(0 ) ; "31 
>音声 </button> 32 
 </div> 33 
 <div> 34 
  <div> 35 
   < i npu t  t ype =" i ma ge "  id="gazo u36 
1"  s r c=" i mg/s l ide6 .JPG" value ="1"  n37 
ame="pic_no"  c lass="picdemo" onCl i c38 
k="rand1() "> 39 
   < i npu t  t ype =" i ma ge "  id="gazo u40 
2"  s r c=" i mg/s l ide3 .JPG" value ="2"  n41 
ame="pic_no"  c lass="picdemo" onCl i c42 
k="rand2() "> 43 
   < i npu t  t ype =" i ma ge "  id="gazo u44 
3"  s rc=" img /s l ide 1 . jpg"  va lue ="3"  n a45 
me="pic_no" c lass="picdemo"  onCl i ck46 
="rand3() "> 47 
  </div> 48 
  <div> 49 
   < i npu t  t ype =" i ma ge "  id="gazo u50 
4"  s r c=" i mg/s l ide5 .JPG" value ="4"  n51 
ame="pic_no"  c lass="picdemo" onCl i c52 
k="rand4() "> 53 
   < i npu t  t ype =" i ma ge "  id="gazo u54 
5"  s r c=" i mg/s l ide4 .JPG" value ="5"  n55 
ame="pic_no"  c lass="picdemo" onCl i c56 
k="rand5() "> 57 
   < i npu t  t ype =" i ma ge "  id="gazo u58 
6"  s r c=" i mg/s l ide2 .JPG" value ="6"  n59 
ame="pic_no"  c lass="picdemo" onCl i c60 
k="rand6() "> 61 
  </div> 62 
 </div> 63 





  <h2>Recordings</h2> 65 
   <ul  id="recordingsli st"></u l> 66 
  <h2>Log</h2> 67 
   <pre id="log"></pre> 68 
 </div> 69 
</body> 70 
</html>71 
1/6 選択課題 index.php 
<!DOCTYPE html> 1 
<html> 2 
<meta charset="UTF-8"> 3 
<head> 4 
 <t i tle>index</ ti tle> 5 
</head> 6 
<scr ip t  s r c="co de . j s "  type =" te xt / j a7 
vascript" charset="ut f-8"></script> 8 
  <s cr ip t  type ="te xt / ja vascr ip t "  s r9 
c="js / jquery-3.2 .1.min. js"></script> 10 
  <sc r ipt  s rc="js / recorder. js "></s cr11 
ipt> 12 
  <s tyle  type="text / css "> 13 
    .pi cdemo {  14 
      width:  50%;  15 
    }  16 
    . rec {  17 
    width:  8em;  18 
    he ight:  3em;  19 
  }  20 
  #recbt  {  21 
    margin:  1em;  22 
  }  23 
  .button {  24 
  width:  5em;  25 
  height:  3em;  26 
 }  27 
 #audioRecBt {  28 
  display:  none ;  29 
 }  30 
  </style> 31 
<body> 32 
 <div id="recbt"> 33 
  <button c lass="rec"  name="pic_n34 
o"  value="onsei " onCl i ck="record(0 ) ; "35 
>音声 </button> 36 
 </div> 37 
 <script  type="text/ javascript"> 38 
 function rand(no){  39 
  va r  p i c_ ran d_ no =  Math . f lo o r (M40 
ath.random()* (38-1) )  +  1 ;  41 
  var  pi cture  = do cu m ent. ge tElem42 
entById( "gazou" ) ;  43 
  pi cture.src = " . . / img/スライド  ( "  44 
+ pic_rand_no + " ) .JPG";  45 
  pi cture.value = pic_rand_no;  46 
  va r  tmp  =  p i c_ ran d _ n o  +  " , "  +  47 
no;  48 
  record( tmp);  49 
 }  50 
 function pass( ) {  51 
  va r  p i c_ ran d_ no =  Math . f lo o r (M52 
ath.random()* (38-1) )  +  1 ;  53 
  var  pi cture  = do cu m ent. ge tElem54 
entById( "gazou" ) ;  55 





+ pic_rand_no + " ) .JPG";  57 
  pi cture.value = pic_rand_no;  58 
  va r  tm p =  pi c_ ra nd_no  + " , pa ss59 
" ;  60 
  record( tmp);  61 
 }  62 
 </scr ipt> 63 
 < input type="image" id="gazou" s64 
rc=" img/スライド 10.JPG" value="0"  65 
name="pic_no"  class="picdemo" > 66 
 <div> 67 
 <button c lass="button" oncl i ck="r68 
and(0)">正答 </button> 69 
 <button c lass="button" oncl i ck="r70 
and(1)">無反応 </button> 71 
 <button c lass="button" oncl i ck="r72 
and(2)">錯語 </button> 73 
 <button c lass="button" oncl i ck="r74 
and(3)">保続 </button> 75 
 <button c lass="button" oncli ck="p76 
ass( ) ">パス </button> 77 
</div> 78 
  <div id="audioRecBt"> 79 
    <h2>Recordings</h2> 80 
      <u l  i d = "re co rd i n gs l i s t " >< /u l81 
> 82 
    <h2>Log</h2> 83 
      <pre id="log"></pre> 84 







3 課題共通 record.php 
<?php 1 
 $str = $_POST[ 'ki roku ' ] ;  2 
 $ f i leName = ' log /data.csv ' ;  3 
 $ fp = fopen($f i leName,  'a ' ) ;  4 
 $ c s v D a t a  =  m b _ co n v e r t _ e n c o d i n g5 
($str,  "SJIS-win", "UTF-8") ;  6 
 fwri te ($fp,  $csvData. "¥n") ;  7 






第 5 章第 3 節 眼球運動機能評価のソフトウェアのソースコード  
EyeTrack.pde
import  org. jorgecardoso.process ing.1 
eyetr ibe.* ;  2 
import com.theeyetribe .cl ient.data .3 
*;  4 
impor t  ddf .min im.* ;   / /min im ライ5 
ブラリのインポート  6 
import  java.uti l .Date ;  7 
  8 
 9 
EyeTribe eyeTribe;  10 
f loat gr id[] [ ] ;  11 
PVector point;  12 
PImage img,birdImage,mouseImg;  13 
Bird[]  b i rd = new Bird[10] ;  14 
int R,G,B = 0 ;  15 
int frame = 60;  16 
PGraphi cs  ba ckgroun dPg,b i rdPg ,m17 
ousePg;  18 
int i  =  0 ;  19 
int _sinMove = 0 ;  20 
int moveSpeed = 10 ;  21 
int co l l is ionNum = 0;  22 
PFont font;  23 
int a = 0 ;  24 
int eyeX,  eyeY;  25 
/ /s in 波作成用  26 
f loat x,  y;   / / x ,  y 座標  27 
f loat A;   / /振幅  28 
f loat w;   / /角周波数（周期）  29 
f loat p2;   / /動画用初期位相  30 
f l oat  t2 ;   / /アニメーション用経過時31 
間（ X 座標）  32 
f l oat  rad  = (TWO_ PI /60 .0 ) /3 ; / /1 秒33 
で 1 回転するように 30 で割る。度数法34 
だと 12° ,更に 3 で割ると 1 周期 3 秒  35 
f loat w_r = 0 .0 ;  36 
f l oat  m yScale  =  100 .0 ;   / /画面上で37 
見やすいように拡大  38 
Prin tWri te r  o utput ;  / /ファイル書き39 
出し  40 
String mode;  / /モード格納  41 
int _bx,  _by;  42 
Date  d;  43 
boolean examination = false ;  44 
int examinationNo = 0 ;  45 
 46 
 47 
void se tup( )  {  48 
  ful lScreen() ;  49 
  frameRate( frame);  50 
  img =  l oadIm age ( "data / back3 .pn51 
g") ;  52 
  ba ck g ro u n d P g  =  c re at e G ra ph i cs53 
(width,  height) ;  54 
  backgroundPg.beginDraw() ;  55 
  backgro un dPg . image ( img ,0 ,  0 ,  w56 
idth,  height) ;  57 
  backgroundPg.endDraw() ;  58 
  / /日本語を表示するためにフォント59 
を指定  60 
  f o n t  =  c re ate Fo n t ( " Yu  Go th i c " , 461 





  textFont(font) ;  63 
  eyeTribe = new EyeTribe(this ) ;  64 
  for  ( int  i  = 0 ;  i  <  b i rd . length ;  i65 
++) {  66 
    b ird[i ]  = new Bird() ;  67 
    b ird[i ] .se tup( ) ;  68 
  }  69 
  a = width;  70 
  w_r = width /  rad;  71 
  / /mouse に鳥の画像  72 
  mousePg = createGraphics (width,73 
 he ight) ;  74 
  mouseImg = loadImage("data /bbi75 
rd.png" ) ;  76 
  mousePg.beginDraw() ;  77 
  mousePg.image (mouseImg, 0,  0) ;  78 
  mousePg.endDraw( ) ;  79 
  d  = new Date () ;  80 
  St r in g f i l ename = " l og / "  +  nf ( ye81 
ar( ) ,4 )  + "_ " + nf (month( ) ,2 )  + "_ " +82 
 n f (day ( ) , 2 )  +  "_ "  +  n f (ho ur ( ) , 2 )  +  "83 
_"  +  n f (m in ute ( ) , 2 )  +  "_ "  +  n f ( se con84 
d() ,2 ) ;  85 
  / /  新しいファイルを生成  86 
  output = createWriter(  f i lename 87 
+ " . csv") ;  88 
  output .pr int ln ("unix time,mouseX ,89 
mouseY,co l l is ion,mode,birdX,birdY") ;  90 
}  91 
 92 
void draw()  {  93 
  d  = new Date () ;  94 
  image(backgroundPg,  0 ,  0 ) ;  95 
  noStroke( ) ;  96 
  long outTime = d .getTime( ) ;  97 
  i f  ( (_s inMove % 2)  == 0 )  {  98 
    f o r  ( i n t  i  =  0 ;  i  <  b i r d . l e n g t99 
h;  i++)  {  100 
      b i rd [i ] .draw() ;  101 
      b i rd [i ] . co l l is ion( ) ;  102 
    }  103 
  }  e lse  {  104 
    b ird[0] .draw() ;  105 
  }  106 
  textSize (30) ;  107 
  text( "得点： "  + col l i s ionNum, 10,108 
 30) ;  109 
  i f  ( (_s inMove % 2)  == 1 )  {  110 
    mo de  = " s in _mo de " +  " , "  +  _ b111 
x + " , "  + _by;  112 
  }  e lse  {  113 
    mode = "mode" + ( i  % 2) ;  114 
  }  115 
  i f  (examination)  {  116 
    output .pr int ln(outTime + " , "  +117 
 eye X + " , "  +  eyeY + " , "  +  c o l l i s io n118 
Num + ", "  + mode) ;  119 
  }  120 
}  121 
 122 
void Mouse( f loat mX,  f loat  mY){  123 
  f i l l (R,G,B,255) ;  124 
  e l l ipse(mX, mY, 10 ,  10) ;  125 
}  126 
 127 
void keyPressed() {  128 
  i f  (key == ENTER) {  129 
    output. f lush() ;  130 
    output. close( ) ;  131 





  }  133 
  i f  (key == '  ' )  {  134 
    examinationNo++;  135 
    i f  ( (examinationNo  % 2)  == 0)136 
 {  137 
      examination = false ;  138 
      col l is ionNum = 0;  139 
    }  e lse  {  140 
      examination = true ;  141 
    }  142 
    t2 = 0 .0 ;  143 
  }  144 
  i f  (key == '1 ' )  {  145 
    i++;  146 
  }  147 
}  148 
 149 
void mousePressed() {  150 
  examination = fa lse;  151 
  examinationNo = 0;  152 
}  153 
 154 
vo id  onGaze Upda te (PVec to r  gaze ,  155 
PVector le f tEye_ ,  PVector  rightEye_ ,156 
 GazeData data)  {  157 
  i f  (  gaze != null  )  {  158 
    po int = gaze.get( ) ;  159 
    eyeX = ( int )po int.x;  160 
    eyeY = ( int )po int.y;  161 
     f i l l (R,G,B,255) ;  162 
     e l l ipse(eyeX, eyeY, 30,  30) ;  163 
  }  164 
}  165 
 166 
vo id  trackerStateChanged(Str ing s167 
tate)  {  168 
  p r in t l n ( "Tr ac ke r  s ta te :  "  +  s ta t169 
e) ;  170 
}  171 
 172 
 173 
class Bird {  174 
  int  bi rdX,birdY;  175 
 176 
  void setup( )  {  177 
    b i rd I ma ge  =  l o adI ma ge ( "da ta /178 
bird.png") ;  179 
    b i rdPg = createGraphics(width180 
/10 ,  (he igh t*birdImage .width ) / (wid th181 
/10) ) ;  182 
    i f  ( i  % 2 == 0 )  {  183 
      b i rdX = ( in t ) random (0 ,  wi dt184 
h);  185 
      b i rdY =  ( in t ) ran do m (0 ,  he i g186 
ht) ;  187 
    }  e lse  {  188 
      b i rdY =  ( in t ) ran do m (0 ,  he i g189 
ht) ;  190 
      b i rdX = ( in t ) random (0 ,  wi dt191 
h);  192 
    }  193 
    b irdPg.beginDraw() ;  194 
    b irdPg.image (birdImage ,  0 ,  0) ;  195 
    b irdPg.endDraw( ) ;  196 
    A = 200.0 ;     / /振幅を設定  197 
    w = 1 .0;     / /角周波数を設定  198 
    p2 = 0 .0 ;     / /初期位相を設定  199 
    t 2  =  0 . 0 ;     / /経 過 時 間 を 初 期200 
化  201 






  void draw()  {  204 
    image(b irdPg,  bi rdX,  bi rdY);  205 
    noStroke() ;  206 
    s inMove() ;  207 
    i f  ( (_sinMove % 2)  == 0 )  {  208 
      i f  ( i  % 2 == 0 )  {  209 
        bi rdY += moveSpeed;  210 
        i f  (b i rdY >= height )  {  211 
          b i rdX = ( in t ) ran do m (0 ,  212 
width) ;  213 
          b i rdY = 0 ;  214 
        }  215 
      }  e lse  {  216 
        bi rdX -= moveSpeed;  217 
        i f  ( ( b i r d X  <=  0 )  | |  ( w i d t218 
h <= birdX))  {  219 
          b i rdY = ( in t ) ran do m (0 ,  220 
height ) ;  221 
          b i rdX = width;  222 
        }  223 
      }  224 
    }  225 
    _bx = bi rdX;  226 
    _by = bi rdY;  227 
  }  228 
 229 
  void co l l is ion( ) {  230 
    int bX,bY,mX,mY;  231 
    bX = bi rdX;  232 
    bY = bi rdY;  233 
    mX = eyeX;  234 
    mY = eyeY;  235 
    i f  ( b X  < =  m X & &  mX  < =  bX  236 
+ b i rd Im age .width  && bY <= m Y &237 
& mY <= bY + bi rdImage .height ){  238 
      i f  ( i  % 2 == 0 )  {  239 
        b i rdX = ( in t) rando m(0 ,  wi240 
dth) ;  241 
        bi rdY = 0 ;  242 
      }  e lse  {  243 
        b i rdY = ( in t ) random (0 ,  he244 
ight ) ;  245 
        bi rdX = width;  246 
      }  247 
      i f  (examinat ion)  {  248 
        co l l is ionNum ++;  249 
      }  250 
    }  251 
  }  252 
 253 
  void s inMove( ){  254 
    i f  ( (_sinMove % 2)  == 1 )  {  255 
      x  = t2*myScale ;  256 
      y  = -A*sin (w*t2  + p2) ;  257 
      / /  t 2  + =  r a d ;     / /時 間 を 進258 
める  259 
      b i rdX = ( int)x;  260 
      b i r d Y  =  ( i n t ) y  +  ( h e i g h t  /  261 
2);  262 
      f l o a t  g am e n  =  wi d th /4  *  ra263 
d;  264 
      i f  ( t2  > gamen) {  265 
        t 2  =  0 . 0 ; / /画 面 の 端 に 行 っ266 
たら原点に戻る  267 
      }  268 
      i f  (b i rdX <= eyeX && eyeX 269 
<= (bi rdX + bi rdImage .width)  && bi270 
rdY <= e yeY && e yeY  <= (b i rdY + 271 





        t2  += ra d;     / /時間を進め273 
る  274 
      }  275 
    }  e lse  {  276 
      t2  = 0 .0 ;  277 
    }278 
 
 
 
 
 
